































































































































































































































































































































































































































































資　料　名 事　　　業　　　内　　　容 発行回数 配布先
（１）
「国立婦人教育会館研究紀要」
（第３号）
（２）
「ヌエック（国立婦人教育会館）
主催事業報告書」
（３）
「ＷＩＮＥＴ情報」
（４）
「ＮＷＥＣ
Ｎｅｗｓｌｅｔｔｅｒ」
（５）
「ヌエックニュース」
年度内に実施した研修・交流・情報事業の実施概要と当該年度が最終年次にあた
る調査研究事業のまとめ。
女性・家族に関する文献情報及び情報センター利用に関する情報を中心に会館か
らの情報をわかりやすく提供する。
国立婦人教育会館の活動及び最新の日本の女性の現状について、海外に紹介する。
国立婦人教育会館の事業及び関連の事業を紹介し、広報する。
平成１１年１０月
年１回
平成１２年　３月
年１回
平成１１年　９月
平成１２年　３月
年２回
平成１１年　７月
平成１２年　１月
年２回
平成１１年　４月　　
７月　１０月
平成１２年　１月
年４回
国内・国外の関係大学図書館、
婦人教育施設及び女性団体等
都道府県教育委員会、婦人教
育施設及び女性団体、その他
の関係機関等
都道府県教育委員会、婦人教
育施設及び女性団体、関係大
学図書館、その他の関係機関
等
海外の婦人問題担当行政機関、
女性センター及び女性団体、
国際機関等
都道府県教育委員会、婦人教
育施設及び女性団体、その他
の関係機関等備考
会館ホームページにおいて会館の宿泊室の空き状況、研修施設の利用状況、家庭教育等のデータベース等最新の情報提供を行い、情報提
供サービスの充実を図る。
（６）
家庭教育に関するマルチメディ　　
アデータベースの調査研究
家庭教育、情報学、生涯学習等の研究者、専門家
家庭教育に関するマルチメディアデータベースを構築するとともに、データ
ベースを活用した家庭教育に関する学習プログラムについて調査研究を行
う。
名称とテーマ：国際シンポジウム「開発におけるジェンダーとエンパワーメ
ント」
国際協力事業
団・東京都教
育委員会
（３）全国ボランティア活動情報提供事業
事　　　　　　　　業　　　　　　　　内　　　　　　　　容 備　考
文部省においては、生涯学習の観点から、人々のボランティア活動に参加する動機づけを促進し、ボランティア活動の一層の支援・推進を図るため、全国ボランティア情
報提供・相談窓口（仮称）を新たに会館に開設し、ボランティア活動情報に関するデータベースを利用し、電話等によるボランティア活動情報提供を行うこととしている。
◯提供する情報例
・子育て支援ボランティアへの参加希望者に対する実施団体の紹介
・社会福祉施設への訪問体験活動を行う団体の紹介
・環境保護ボランティア活動希望者への団体紹介。 等
◯１１年度、会館において実施する事業の内容（案）
・各都道府県政令都市の生涯学習ボランティア担当部局及び全国規模のボランティア支援団体等を対象とした調査・データの収集。
・データベースの作成。
・電話による相談窓口の開設。
文部省から委嘱
予定
－6－
ことばの基礎知識
情報ネットワーク
予　告　募　集
エンパワーメントって？
「力（パワー）をつけること」…これまでの男性社会のなかで、政策決定や意志決定の
面で十分には力を発揮できない状態におかれてきた女性たちが、はっきりした自覚のもと
で自分たちの能力をさらに発展させ、女性の共同した力で政治的・経済的・社会的文化的
に力を発揮していくという意味をもっている…。（女性学教育／学習ハンドブック〔新版〕
p.29より）
会館ホームページ（ http://www.nwec.jp ）か
ら施設の空き状況を調べることができるよう
になりました。「施設の空き状況」で希望する日
が空いているかどうかをチェック。研修計画
を立てる際にぜひお役立てください。
公開シンポジウム
平成１１年５月２８日（金）10：00～16：30国際協力総合研修所（都内）において、「開
発におけるジェンダーとエンパワーメント」をテーマに、ヌエック調査研究事業の報告及
び国際シンポジウムを国際協力事業団・東京都教育委員会との共催により開催いたします。
男女共同参画学習推進フォーラム
平成１１年度新規事業として、「男女共同参画学習推進フォーラム」を開催します。男女共
同参画社会の形成にむけ、「ともに豊かに生きるために、考えよう語り合おう」の共通テー
マのもとに、秋田県婦人会館（１０月２２日（金））、神奈川県立かながわ女性センタ （ー１
０月３０日（土）シンポジウム）、広島県女性総合センター（１０月９日（土））、福岡県女
性総合センター（１１月２７日（土））の４地域で実施します。
教師のための男女平等教育セミナー
７月２２日（木）～２４日（土）、「教師のための男女平等教育セミナー」を開催します。
学校教育の「道徳指導」「学級経営」「進路指導」「性に関する指導」の各場面をジェンダー
の視点（社会的・文化的につくられた性別）で見直し、今後の男女平等の意識を高める教
育の推進をめざします。指導主事・教師の皆様のご参加をお待ちしています。
女性学・ジェンダー研究フォーラム
８月６日（金）から８日（日）の間、「女性学・ジェンダー研究フォーラム」を開催します。
本フォーラムは、女性学・ジェンダー研究とエンパワーメントに関する研究・教育・実践
を結ぶ、ネットワークづくりの場です。御参加お待ちしています（詳しくは事業課まで）。
－7－
平成１０年度に会館で実施した研修・交流・情報・調査研究の各事業の実施概要および
成果をまとめた主催事業実施報告書を作成いたしました。
報告書は各都道府県・政令指定都市教育委員会、婦人教育施設、女性関連団体等に配布
することといたしております。
２月25日（木）26日（金）の２日間、会館ボランティア活動研
究会が開催された（参加者約50名）。活動研究会のプログラムの企画
に当たっては、ボランティア11名の方々による企画委員会を組織し
て検討を行った。
ワークショップにおいては、ボランティアたちの貴重な活動の体
験発表・グループワーク・スピークアウト等が行われ、自己啓発、
自己実現につながる充実した研究会となった。
永井順国氏（女子美術大学教授・元読売新聞社論説委員）は、「これからは、行政、企業、ボ
ランティアが様々なスタイルでパートナーシップを組むという時代になり、我々住民は、受け
手だけででなく主たる担い手として参画するようになる。会館ボランティアは、施設とボラン
ティアとのよきパートナーシップのモデルとして全国に発信していただきたい。」とこれからの
会館ボランティア活動についての講議を行った。
４月１日付けで人事異動がありました。
主催事業実施報告書
ボランティアコーナー
人事異動
平成９年に刊行した初版が装いを改め、国立婦人教育会館　女性学・ジェン
ダー研究会より新版として刊行されました。統計デ－タ・キーワードを一新、
コラム・参考情報を充実、女性学関連年表・女性関連施設リストを収録。ヌエ
ック売店ほか全国書店にて好評発売中。有斐閣、定価2205円（税込）。
女性学教育/学習ハンドブック（新版）
国立婦人教育会館長（再任）
情報交流課長
庶務課庶務係長
事業課事業係長
事業課専門職員
庶務課庶務係
庶務課会計係
情報交流課国際交流係
庶務課事務補佐員（採用）
事業課事務補佐員（採用）
情報交流課事務補佐員（採用）
情報交流課事務補佐員（採用）
浜松医科大学業務部医事課長
東京大学医学部庶務係長
千葉県柏市立松葉中学校教諭
埼玉大学教養学部会計係会計主任
埼玉大学庶務部国際交流課研究協力係
東京大学医科学研究所管理課庶務係
（長岡技術科学大学教務部図書課長）
（事業課事業係長）
（東京大学経理部主計課監査第一係主任）
（千葉県鎌ヶ谷市立西部小学校教諭）
（埼玉大学教育学部庶務係）
（埼玉大学工学部会計係）
（情報交流課情報係）
（情報交流課長）
（庶務課庶務係長）
（事業課専門職員）
（庶務課会計係）
（庶務課庶務係）
（情報交流課国際交流係）
大　野　　　曜
森　高　佳　子
関　　　宗　興
櫻　井　　　明
土　岐　都　子
片　桐　届　実
高　橋　智　昭
岩　田　恭　味
西　嶋　亜矢子
高　瀬　令　子
佐々木　和　恵
米　山　純　子
堀　内　郁　芳
早乙女　　　豊
安　田　いく代
横　塚　光　春
佐　藤　弘　康
岩　村　ときわ
本年は、国連「国際高齢者年」であり、国
際的にも高齢者問題についての関心が高まっ
ています。
急速に進む高齢社会の中で、ひとりひとり
がいきいきとした生き方をするにはどうした
らよいのか、現実には女性の肩にかかってい
る介護等の問題はどうするのかなど高齢社会
をジェンダーの視点から考える資料を本館１
階エントランスホールに展示しておりますの
で是非御覧下さい。
＊展示例＊
「共倒れから共立ち社会へ」高齢社会を良くす
る女性の会・大阪編　「介護とジェンダー：
男が看とる女が看とる」春日キスヨ［著］「介
護が変われば老後も変わる：女性が進める介
護の社会化Ⅱ」 樋口恵子編　ほか
●展示コーナー
１月
６日
14～15日
15日
30～31日
２月
３～５日
５～７日
13～14日
20～21日
20～21日
21～24日
26～27日
27～28日
３月
３～４日
11～15日
15～18日
27～28日
嵐山町賀詞交換会
ＪＩＣＡカウンターパート研修
嵐山町成人式
埼玉県教職員組合女性部
全国青少年教育施設女性職員ネットワークのつどい
女性言語教育学会ＷＥＬＬ
山梨県連合婦人会
埼玉県学童保育連絡協議会
埼玉県体育指導委員協議会
全国友の会
北海道立青年の家
埼玉県スポーツ指導者研修会
女性の社会参加支援特別推進事業報告会
アラノン・ジャパン
日本キリスト教協議会
ガールスカウト埼玉県支部
●ヌエックカレンダー
会館行事
ヌエック公開シンポジウム
プール開き
婦人教育施設職員のためのセミナー
教師のための男女平等教育セミナー
海外婦人教育情報専門家情報処理研
修事業開講式
５月28日
６月１日
８日～11日
７月22日～24日
25日
●利用案内
主な利用団体
※休館日（平成11年5月～7月）
11年５月６日（木）・17日（月）
６月14日（月）・21日（月）
７月５日（月）・19日（月）
【申し込み専用電話番号】 ＴＥＬ：０４９３－６２－６７２３
ＦＡＸ：０４９３－６２－６７２０　
＊休館日でも前日に宿泊した方は、
朝食と午前１０時までの宿泊棟の利用
ができます。電話やＦＡＸによる申込
みの受付や利用相談も行っています。
百花繚乱の春、ヌエックニュースも装いを新た
にしました。表紙はボランティアの作品（七宝焼、
桜・木蓮・新緑の写真）を、巻頭には総合テーマ
について“ひとこと”をシリーズで、また「こと
ばの基礎知識」では、用語をわかり易く紹介する
ことといたしております。今年度も引き続き御愛
読をお願いいたします。
編集後記 ヌエックニュース第85号
平成11年４月15日
発行
編集発行　国立婦人教育会館
〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷728
% 0493-62-6711（代表）
FAX62-6722（庶務課）62-6720（事業課）62-6721（情報交流課）
ホームページ　URL http://www.nwec.go.jp/
E-mail webmaster@nwec.go.jp
か・い・ら・ん・ば・ん
「高齢社会とジェンダー」
